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平成 26年度答申に対する取り組み状況について(報告) 

 

提言内容 取り組み・実績 

１ 

市
民
目
線
の
情
報
提
供 

1. 情報の検索性の向上のため、情

報公開コーナーでは審議会ご

とに中表紙を差し込むといっ

た工夫が必要である。 

1. 庁舎 1 階情報公開コーナーで公開し

ている会議録について、審議会ごと

に中表紙を差し込んだ。[写真 1] 

2. 情報公開コーナーの他に図書

館にも会議録を設置すること

を検討しているとのことなの

で、ぜひ実現していただきた

い。 

2. 平成 27年 6月から、図書館の一画に

会議録を閲覧できるコーナーを新た

に設置した。[写真 2][図表 1] 

3. 情報の検索性の向上のため、ホ

ームページでは事業名で検索

することで、審議会、説明会、

アンケートといった当該事業

に関わる全ての資料が一括し

て検索できるよう改善するな

ど、工夫が必要である。 

3. 事業名の検索で、当該事業に関する

全ての資料を一括して検索できるよ

うには対応できていない。 

4. 平成 27年 4月からの市ホームページ

リニューアルに伴い、各ページを大

分類、中分類、小分類にカテゴリ分

けをすることで、テーマごとに記事

内容を検索することは可能となっ

た。[図表 2] 

5. 市民参加に関するページへの接続が

容易になるよう、市ホームページの

トップページにある「市民参加」の

項目の整理を行い、アンケートや市

長への手紙、市民活動団体紹介の項

目を追加した。[図表 3] 

２ 

公
募
委
員
の
応
募
増
加
対
策 

4. 白井市でも無作為抽出に基づ

く招待制市民参加の導入に向

けて、3 年間の試行実施に取り

組み始めたと聞き及んでいる。

この試行実施の間に制度につ

いての調査・研究を行い、より

白井市に適した制度に昇華さ

せていくことを期待する。 

6. (仮称)審議会等市民公募委員候補者

の無作為抽出による招待者登録制度 

平成 27年度…試行実施のための準備 

・ 登録対象者の無作為抽出 

・ 登録希望者の募集 

・ 登録名簿の作成 

・ 職員説明 

平成 28年度…試行実施 

・庁内各課等による試行的運用 
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[写真 1]情報公開コーナーの審議会ごとの中表紙  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[写真 2]図書館に新設された会議録閲覧コーナー  
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[図表 1]図書館会議録閲覧コーナー  
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[図表 2]カテゴリ分類   

大分類  

中分類  

小分類  
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[図表 3]市ホームページ・トップページ  
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[提言１] 

市民目線の情報提供―情報公開コーナーや図書館の公開方法の改善― 

 今後、市民目線の情報提供を推進するにあたり、情報の検索性の向上のため、情報公

開コーナーでは審議会ごとに中表紙を差しこむ、ホームページでは「事業名」で審議会、

説明会、アンケートといった当該事業に関わる全ての資料が一括して検索できるよう改

善するなど、工夫が必要と考えます。 

 また、市の審議会においては、傍聴者が少ない傾向にあるため、傍聴可能な審議会の

開催予定を広報に一覧で掲載する等、情報周知についても尽力いただきたいと思います。 

 なお、現在市は、情報公開コーナーの他に図書館にも会議録を設置することを検討し

ているとのことですので、ぜひ実現していただきたいと思います。 

 

[提言２] 

公募委員の応募増加対策―無作為抽出による招待制市民参加の推進― 

 市民参加の取り組みの一つとして、審議会等の設置があります。市の審議会では、様々

な層の市民からの意見を募るため、男女比、年齢比、地域比等が均等になるよう考慮し、

委員の選定を行うことが義務付けられています。 

 しかし、公募委員に応募する市民の顔ぶれが似通っていることや、女性の応募数が少

ないことから、委員の属性に偏りがでないよう基準を設けてはいるものの、不均衡が生

じているのが実情です。 

 また、そのような背景があるため、審議内容に対する知識量や意見の有無といった公

募委員としての適正よりも、女性である・若い世代であるといった委員の属性が、公募

委員の選任の際に相対的に優先されている傾向があります。 

 公募委員への応募数が多ければ、性別や年齢といった属性以外の基準で選定すること

ができ、よりよい人選を行うことができます。住民基本台帳などから無作為に抽出し選

出された市民に対して、市民参加を呼び掛け、応募を促す無作為抽出に基づく招待制市

民参加を実施するなど、募集の工夫が求められます。 

 無作為抽出による招待制市民参加を取り入れている他市の事例では、行政側から公募

委員としての招待を行うことで、市民側にとっても、家族の理解が得られやすいといっ

た効果も見られるようです。 

 この制度では、住民基本台帳より無作為に選出した市民に対し、市の審議会への参加

を呼び掛け、参加希望のある市民を興味のある分野別に名簿登録します。審議会等の公

募委員を募集する際に、登録名簿の中からその審議会の性格にあった市民を招待するこ

とで、より広い層の市民から意見を募ることができる制度となっています。 

 白井市でも第3期の答申を受け、無作為抽出に基づく招待制市民参加の導入に向けて、

3 年間の試行実施に取り組み始めたと聞き及んでいます。この試行実施の間に、制度につ

いての調査・研究を行い、より白井市に適した制度に昇華させていくことを期待します。 

平成 26 年度答申 
一 部 抜 粋 


